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119 20e3 年度版 鋼船規則及 び 同検 査要領等 にお け る 改正点の 解説

　　　　又 は，載貨重量 5000トン 以上 3万 トン 未満 （その

　　　　他 の 油）の 油 タ ン カ
ー

3．2　海洋汚染防止 の ための 構造及び設備規則検査要領

3，2，13 編 4 章 4．1．2

　「重 質デ ィ
ー

ゼ ル 汕 」及 び 「燃料油」 の 定義 に関連 し，詳

細 と して 決議 MEPC ．78（43）の 内容を規定 した。

3．2．23 編 4 章 4．3．10

　「本会 が 認 め る 措置」 と し て ，Condition　Assessment

Scheme 　adoPted 　by　Resolution　MEPC ．　94　（46丿に定め る 方法

（船体状態評価 （CAS ）） に 従 っ て 主宮庁 の 承認 を得 る こ と

と規定 した。船体状態評価 （CAS）の 手順を検査要領の 付

録 に示 した 。

　また，卞官庁が 認 め る場 合 ， 建造後 25 年まで
，

た だ し，

最長 で もカ テ ゴ リ 1油 タ ン カ
ー

で は 2007 年又 は カ テ ゴ リ 2

油 タ ンカ
ー

で は 2015年 の 引渡 しH まで の 継続 した 運航が 認

め られ る取扱い を規定 した。（外国籍船用規則 の み。MAR ．

POL73 ／78 附属書 工第 13G 規則 （5） の 規定は，冂本政府

は ，認 め ない 方劃 で ある の で 日本籍船用検査要領か ら削除

した。）

42． 安全設備規則及び 関連検査要領 にお ける改正点の解説

　　　　　　　　　（SOMS 条約 V 章改正）

1 ．は じめ に

　2002年 6月 25 日付規則 44 弓
』
及 び 同 日付達 47 号に よ り，

安全 設 備規則及 び 同検査 要領の
一．・

部が 改正 され た 。 以 下，

こ れ らの 改正 され た規 則 及 び検査 要領 に つ い て 解説す る。

2 ．改正 の 背景

　2000年 11月 に 開催 され た IMO 第 73 回海 L安全委 員 会

に お い て ，SOLAS 条約 V 章の 全 而 改 正 （以 ド，改 正

SOLAS とい う。）が 採択 され，2002年 7月 1日か ら適用 さ

れ る こ と とな っ た、、同改正 は ，船舶自動識別 装置 （AIS），

航海情報記 録装 置 〔VDR ），自動 物標 追 跡 装 置 （ATA ），自

響受信装 置 な どの 新
．
しい 航海 設 備 に 関 す る 娑件 の ほ か ，従

来か ら要求 され て い る航海機器の 適用 トン 数 を拡大す る要

件 な どを含み，全 面 的 に 強 化 され た 内容 となっ て い る 。 安

全 設備規則及 び同検査 要領 へ こ れ らの 要件 を取 り入 れ た 。

3．改正 の内容

　SOLAS 　V 章改 正 に よ り新 た に 加 わ っ た 航 海 機 器 と して

は ，衛星航法装 置，レ
ー

ダ
ー

反 射器，音響受信装 置，船首

方位伝達装置 （THD ），船舶 自動 識 別 装 置 〔AIS），航海情

報記録装 置 （VDR ），自動物標追 跡装置 （A
’
1
”
A ），推力計，

自動操舵装置，電了
一
海図情報表示装置 （ECDIS ） な どで あ

る。こ れ らの 設 備 の 概 嬰 は次 の とお りで あ る 。

【衛 星 航 法 装 置】

　規 則 ヒの 衛 星 航 法装 置 とは GPS 受信機 をい い ，既 にか な

り普 及 して い る もの で ある。従来 は ，無線方向探知機が 船

位測定装置 と し て 位置 付 け ら れ ，こ の 装 置 の 代替 と し て ，

宇管庁承認 に よ りGPS 受信機 を設ける こ とが認 め られ て い

たが，改正 SOLAS に よ り，無線方向探知機の 要求が な く

な り，代 わ っ て 衛星 航法装 置 （GPS 受信機）が義務設 備 と

な っ た 。 な お，改正 SOLAS で は，衛 杲航法装置の ほ か，ロ

ラ ン 等の 無線航 法装 置 で も差 し支 え ない が，冂本 籍船舶 の

場合，こ の よ うな 無線航法装置 を備 え る船舶 は
・
部の 漁船

等 に 限 られ る た め，無線航 法装 置 に つ い て は記載 しな い こ

と と した 。 な お ，こ の よ う な漁船 に つ い て は，特例措置

（安全 設備規則 1編 1．1．1−2．）に よ り対応す る 。

【レ
ーダー反射器 】

　総 トン 数 20 トン 未満 の 鋼 船若 し くは ア ル ミ船 （ア ル ミ合

金 船 を 含む）又 は 総 トン 数 50 トン 未 満 の FRP 船 等 は，他

船 の レ
ー

ダ
ー

で 捉え ら れ な い お そ れ が あ る。こ の た め ，

レーダー反射器 を設 け，他船 の レーダーに よ る 捕捉 を促す。

な お，改正 SOLAS ヒは，総 1・ン 数 150 トン未満 の 船舶 で

あ っ て 適当な場合 に備える よ う規定 して い る が，国土交通

省 の 解 釈 に 倣 い ，前述 の 船舶 に の み 義務 付 け る こ とと した。

【音響受イ言装 置 】

　暴露部へ の 開口 の な い 閉鎖 され た船橋 の 場合，外部の tt

響信号が 聞 き取 り難 い 場 合 が あ る v こ の た め，改 正 SOLAS

で は，こ の よ うな船橋 に対 し，外部 の 幵響 信号 を再 現 させ

る た め の装 置を設 け る よ う規定 して い る。音響信号 の 方角

（前 後左 右 の 表 示 ） と音 響 を再 生 す る た め の 装 置 （拡 声器 ）

の 設 置が 必 要 と な る。

【船首方位伝達装置 （THD ）】

　従来の 規定で は ，総 ト ン 数 500 トン 以 上 の 船舶 に 対 し

ジ ャ イ ロ コ ン パ ス と航 海用 レ
ーダーの 設 置が 要 求 さ れ，か

つ ，ジ ャ イ ロ コ ン パ ス に は，航海用 レーダーに船 首方位 を

伝 達 す る機能 を備 え る こ とが 要 求 され て い た。改F．　SOLAS

に お い て も，こ れ らの 要件 に変 わ りは な い が，航 海用 レ
ー

ダーが 総 トン 数 300 トン 以上 500 トン未満 の 船舶 に 対 して

も要 求 され る こ と とな っ た た め ，こ れ らの 船舶 に 対する 船

首方位 を伝達する た め の 装置 と して 当該装置が 要求 され る

こ と とな っ た 。
こ の 装置 と して は，磁気 コ ン パ ス の 船首方

位測定機能を利用す る もの ，複 数 の GPS 受信 機 を
一

定の 間

隔 で 配 青 し船 首
．
方 位を得 る もの 及 び ジ ャ イ ロ コ ン パ ス が あ

る 。
こ れ らの 装 置 に よ り得 られ た 船 首 方位情報 を航海 用

レーダー，電了
一
プロ ッ テ ィ ン グ 装置 （EPA ）及び 船舶自動

63

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



NIPPON KAIJI KYOKAI (ClassNK)

NII-Electronic Library Service

N 工PPON 　KA 工J 工　KYOKA 工　（ClassNK ｝

日本海事協会会誌 No ，263，2003 （m 120

識別装貴 （AIS）に 伝達す る 。

【船舶自動識別装置 （AIS）】

　航 空機用管制 レ ーダー
に は 航空機の 便名，速度，高度等

の 情報が 表示 され，どの よ うな 航空機 が どの よ うな状態で

飛 行 巾 で あ る か 画 面 上 で 容易に 判別で きる よ うに な っ て い

る 。
こ れ らの 情報は，航 空機 か ら発信 され る情報 を基に 呻i

面 上 に表示 さ れ て い る が，船舶 に お い て も改正 SOLAS に

よ り同様の 装 置が 要求さ れ る こ と となっ た 。 しか しなが ら，

現 時点 で は航 空機用管制 レ ーダー
の よ うな レ

ーダー
画而 へ

の 重 畳 機 能 は 要 求 され て お らず，レーダー
画面 とは別 に テ

キ ス ト表 示 す る よ うな もの で も 認 め ら れ て い る 。 改 正

SOLAS で は ，船 舶 の 識 別情報，船種，船 位，針路，速 力，

航海状 況 及 び そ の他安全 に 関連 す る情報 を 海岸局，他 の 船

舶及 び航空機 に発信す る装置が 要 求 され て い る。

【航海情報記 録 装 置 （VDR ）】

　航海情報記録装 置 （VDR ）は，　 E記 の 船 舶 自動 識 別 装 置

（AIS） と同様，航空機の 技術 を取 り人 れ た もの で あり，航

空 機 の ブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス と同様 な機能を有す る。事故 時 の

船舶情報 （船橋 の 会話 ，
レ
ー

ダ
ー
情報 ， 船速，時 問等の 情

報） を船上 に 備 え ら れ る カ プ セ ル 内 に 記録 し，事故後 に 回

収 して ，事故原因の 究明 に役 立 て る もの で あ る。

【電子 プ ロ ッ テ ィ ン グ装置 （EPA ）】

　航海用 レ
ーダー

に 表示 され る 物標 を プ ロ ッ テ ィ ン グ す る

ため の 装 置 で あ る。後 述 の 自動 物 標 追 跡 装 置 （ATA ）又 は

自動 衝 突 予 防援 助 装 置 （ARPA ）の よ うに物標 を 自動的 に

追跡す る機能 は ない 。従来，手書きに よ る プロ ッ テ ィ ン グ

で よ か っ た もの が ，電 子 的 な 予段 に 依 ら な けれ ば な ら ない

よ うに 改 め られ た 。

【自動物標追 跡装器 （ATA ）】

　 総 トン 数 10，000 トン 以 上 の 船舶 に 要求 さ れ る 自動衝突予

防 援 助 装 置 （ARPA ） を小 型 船 に も適 用 させ る べ く，簡易

ARPA と も言 え る 自動 物標 追 跡 装 置 （ATA ）の 設 置 が 総 ト

ン 数 500 トン 以 上 の 船舶 に要 求 され る こ と と な っ た。総 ト

ン 数 10，000 トン 以 上 の 船舶 に 要 求 され る 自動 衝 突 予 防援 助

装置 （ARPA ） は物標 を自動で 捕捉す る機能が 要求 され て

い る が，自動物標追跡装置 （ATA ）で は，手動又 は ガ
ー

ド

リ ン グ に よ り物標 を捕捉 す る こ と となる 。

【推力計】

　新 た に加 わ っ た 計 器 で あ る。た だ し，推 力 に つ い て は，

FPP 船 に あ っ て は 主機 回転計 に よ り，また，　 CPP 船 にあ っ

て は ピ ッ チ 角計 と主 機同 転計に よ り， そ の 把握 が 可 能で あ

る ため，こ れ らの 計器 に 加 えて 推力計 を設ける 必要は ない 。

超 伝導船 な どの よ うに こ れ らの 計器に よっ て 推力 を把握す

る こ とが で き ない 場合 に 当 該計器が 要求 され る 。

【自動操 舵 装 置】

　従来 か ら 自動操舵装 置 （オートパ イ ロ ッ ト）を備 える船

舶 は 多か っ た が ，改 正 SOLAS に よ り，こ の 装 置 が 義 務 化

され る こ と とな っ た 。 オ
ー

トパ イ ロ ッ トは ，ジ ャ イ ロ コ ン

パ ス か らの 船首方位信号を基 にあ らか じめ 設 定 した 方位 に

舵 を制御す る 自動 操 舵 装 置 （船 首方 位制 御方 式 自動 操 舵 装

置 とい う。）で ある が，こ の 装置以外 に，電子 海 図上 に航路

を設定 し，そ の 航路 に 沿 っ て 舵 を制御 する 自動操舵装置

（航跡制御方式 自動操舵装置 とい う） と し て も差 し支 え な

い o

【電子海図情報表示装置 （ECDIS ）】

　電子海図情報表示装置 （ECDIS ） は，　 CRr 等の 電子画面

上 に 海図 を表示する 装置で ある 。 こ の 装置は 義務設備で は

な く，従来 どお り，紙海図の み を備 え る こ とで も差 し支え

な い
。 ま た ，紙海 図 に 代 え て 電 子海 図 情 報表示装 置

（ECDIS ）の み を設ける場合に つ い て は，当該装置 の バ ッ ク

ァ ッ プ装置 を 設ける必要が あ る 。

4． 安全設備規 則の 改正

4．12 編 検査

1章　　通 則

L1　 　
一

般

1，1．3　 検査の 実施及 び 時期

　規則 4編 2，1，12に規定 され る衛 星 航法装 置 及 び 規 則 4 編

2．1．16 に 規 定 され る 船 舶 自動 識 別 装 置 （AIS）につ い て は，

改止 SOLAS の 既 存船 に 対 して も要 求 され て い る。こ れ ら

の 装置の 搭載期限 に つ い て は 安全設 備検査要領 2 編 1．1，3−2．

に 記載 し た。

　従来の 規則で は，こ の よ うな遡及適用要件 に つ い て は，

設 備 要件の 中 に記載 され て い た が，他 の 改正 規則 と 同様，

臨 時 検 査 の 確 認 項 目 と して 記載 す る こ と と した。1．1．3−5．（2）

の 要 件は ，搭載期 限 を記 載 した検 査要 領 の 親 規 則 に あ た る。

2章　　 登 録検査

2，1　　 製造 中登 録検査

2．1．2　 提 出 図面及 び そ の 他 の 書類

　一1．（6）　 航海機器 の 要 冖，数量 等 を記載 した航海設備図

　　　　 に記 載 す べ き装 置 と して，改 正 SOLAS に よ り新

　 　 　 　 た に加 わ っ た 航 海 設 備 を加 え た D

2．1．3　 ⊥ 事 の検査

　（8）　　登 録検査時 に 立 会検査 を行 う航海 設 備 と して ，

　　　　 改正 SOLAS に よ り新 た に 加わ っ た 航海 設 備を加

　　　　 え た 。

3章　 　年次 検査

　改正 SOLAS に よ る 新設 備 の 追 加 に 伴 い ，表 3，1及 び 表

3，2 を 改 め た 。

4 章　　中問検査

　3 章 と重複する 表を削除 し，3章 の 表を参照する よ うに改

め た 。

5 章　　定期検査

　3章 と重複 す る表 を削除 し，3章 の 表 を参照す る よ うに改

め た。

4．24 編 航海設備
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1 章

1．11

．1．11

，1．2

通 則

一
般

適用

用語

　「海 図又 は 航 海 用 刊 行 物 」 及 び 「集 巾船 橋 設 備」 の 定義

を掲げた。前者は SOLAS か ら，後者 は IMO 性能基 準か ら

の 引用で ある。

1．1．3　 船 橋 設 計 等 に関 す る 一般 要 件

　船橋の 設 計，配 置 等 に関す る
一・

般要件 を記載 した 。

　改正 SOIAS　V 章 15規 則 を取 り入れ た もの で あ る 。 改正

SOLAS で は，「船橋機器 及 び 配置 の た め の 人間工 学 的 基 準

に 係 わ る 指針 （MSC ／Circ，982）」，1
−
IBSの 性 能 基準 （決議

MSC ，64 （67）剛属書 1）」 及 び 「INS の 性 能 基 準 （決 議

MSC ．86（70）附属 書 3＞」が 参照 され て い る、、しか しなが ら，
こ れ らの 指針及 び 基準を満 たす こ と に よ り 15規 則 の 要 件 を

満 たす こ とが 可能で あ る もの の ，こ れ らの 指針及 び 基準 は

最低要件で は な く，か なり高い レ ベ ル で 要 求 を満 た す こ と

に な る 。 また，日本籍船舸 につ い て は こ れ らの 指針及び 基

準 を強制化 して い ない 。 こ の た め，こ れ らの 指針 及 び 基準

を本規 則で は引用 し ない こ と と した 。な お ，こ れ ら の 指針

及 び基 準 へ の 適合要求 に 関す る外 国 政府の 動向 には 注意が

必 要で あ る 。

また，1．1．3 に 規定 され る 要件白体 は，ご く
一

般的 な もの で

あ り，かつ ，常識的な範囲の もの で ある と考え られ る ため，
一
般 船 が こ れ らの 要求 を満た す上 で ，特 に 問題 を生 じる よ

うな こ とは な い と考えられ る 。

L1 ．4　　 電 磁 両 、？／
・1生

　船橋及 び 船 橋 の 近 傍 に設 け られ る電 気 ・電 了機 器 に つ い

て 電磁両立 性が 安 求され る こ と と な っ た。航海設備 につ い

て は，t 管庁 に よ る 型 式承認試験の
一一・

部 と して 電磁 両 立性

に 関す る試験が 要 求 され る こ と と なる が，そ の 他 の 電気機

器 （照 明 装 置，船 内 通 信装 置等） に つ い て は，船内で こ れ

らの 電 気 機 器 を動 作 させ，航 海 設 備 に 不 貝合 な 現象が 生 じ

な い か を確認す る に留め て 差 し支 え な い
。

こ の 旨 は 4 編 2

章 2．5，2 に記載 した。

L1 ，5　 代替モ
ー

ドを肩 す る航 海 設 備

　モ ード切 替 え を有す る 航海設 備 に つ い て ，そ の 動 作モ ー

ドの 表示 を要求す る規定で あ る 。 すべ て の 航海設備 に対す

る要 イ1．で あ る こ とに 注 意 が 必 要で あ る 。

L1 ，6 　 集 中船 橋 設 備

　航海 設 備 の 各装 置 間 を接続 し，集中船橋設備 を構 成 す る

場合の 要件で あ 歓，装 置 聞 を接続 す る こ とに よ り，単
一

損

傷 に よ っ て，複数の 航海設 備が 共 倒 れ す る こ との ない よ う

に ，警赧装置及 び 各装置 の 独立性 が 要 求 さ れ る。例 えば，

船 首方位が 表示 され る 航海用 レ
ーダー

が 故障 した 場合 に船

首方 位伝達 装 置 まで 機能 しな くな る こ との ない よ うに，独

立 性 を有す る もの とす る必要が あ る 。

1，1．7　 図 面及 び 覧 表 の 翻 訳

　掲示が 要求 さ れ る 図 面及 び一・
覧
．
表 は 船舶 に お い て 使 用 さ

れ る 言語 に翻訳 さ れ た もの で ある こ と。

2章 　 　航海設備

2．1　　　　鋤冒毎葺殳1蒲

2．1．1　 磁気 コ ン パ ス

　磁気 コ ン パ ス を 調整す る ため の 手段 と して 残留自差表又

は残留自差山線 を備 え る こ とが 義務付 けら れ て い た が ，こ

れ ら以外 の 壬段 で も認め られ る よ うに 記 載 を改め た。そ の

他，従来か らの 要求 に特 に 変更 は ない 。

2．1．2 　 ジ ャ イ ロ コ ンパ ス

　従 来 か らの 要求 に 特 に 変更 は な い が，航海用 レ
ーダー

，

自動物標追 跡装置 〔ATA ）及 び船舶 自動識別装置 〔ARPA ＞

へ の 船 首方位 の 伝達 に 関す る 要件及 び非磁性于段 に よ ら な

け れ ばな らない 旨の 要 件 を加 え た。

2．1．3　　 非常操舵場所 の ジ ャ イ ロ ・
レ ピータ

　従 来 の 規 定で は，非常操舵場所 （
一

般 に は操舵機室） に

設 置 され る船 首方 位 を得 る ため の 手段 と して は羅剣儀 で も

差 し支 えなか っ たが ，ジ ャ イロ ・レピータで な けれ ば な ら

な い 旨に規 定を改 め た。また，検査要 領 に 示 す とお り，こ

の ジ ャ イ ロ ・レ ピータ は 常 設 の も の で な くて も差 し支 え な

い 。なお，同内法 で は羅 針 儀 で も差 し支 えない ため，国内

法 よ り厳 しい 取 扱 い とな る。

2．1．4　 航海 用 レ
ー

ダ
ー

　従来 の 規定で は ，航海用 レ
ー

ダ
ー

は 総 トン数 500 トン 以

E の 船舶 に要求 されて い たが， こ れ を 300 トン 以上 に 改め

た。また，第 2の 航海 川 レ
ー

ダ
ー一

（3GHz ）の 設 置 に つ い て

も10
，
000 トン以 上を 3，000 トン以 上 に改め た。なお，1

．
↑本

籍
．船 舶 に あ っ て は，第2 の 航海用 レ

ーダー
に つ い て も9GHz

で 運 用 され る もの と して 差 し支 え な い
。

2、ユ．5　 電 子 プ ロ ッ テ イ ン グ装 置 （EPA）

　 総 トン 数 500 ト ン 以 上 の 船 舶 に は 自 動 物 標 追 跡 装 置

（ATA ）が 要求さ れ て い る た め，こ の 電 子 プ ロ ッ テ イ ン グ装

置は 300 トン 以 ヒ 500 ト ン 未満の 船舶 に 備 え ら れ る こ と に

な る 。 なお，白動物慓追跡装置 （A
’
1
’
A ）及 び 自動衝突予防

援助 装置 （ARPA ） は当該装置の ヒ位装置 に 該当す る た め，

検 査 要領 2⊥ 5 に 記 載の とお り，当 該装 置 に 代 えて こ れ らの

装 置 を設 け る こ と と して 差 し支 え な い
。

2，1．6　　 自動物標追跡装 置　（ATA ）

　 総 1・ン 数 500 ト ン 以 上 の 船舶 に つ い て は 1 つ の 自動 物標

追 跡 装置 （ATA ） を，3
，
0  0 ト ン 以 「

．10
，
000 ト ン 未満の 船

舶 に つ い て は ，こ れ に 加 え て 追 h］1の 自動物標追跡装 置

（ATA ）を 設け る 必叟 が あ る。こ れ らの トン 数区分に 基 づ く

搭 載 要件 は，物 標 の 追 跡 結 果 を 表示 す る航 海用 レ
ーダー

の

装 備 台数 と整 合 して い る。

2．1．7　 自動衝突予 防援助装 置 （ARPA ）

　 総 1・ン 数 10，000 トン 以 上 の 場 合 に は ，前項 の 追 加 の 自動

物標追跡装置 （ATA ） に 代 えて
， 自動衝突予防援助装置

（ARPA ）を設ける必要が あ る。
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2．1．8　 音 響測 深機

　 従 来 か らの 要 求 に 特 に 変 更 は な い 。

2．1．9　　　舟缶速 足巨高隹言十

　総 トン lft　50，000 トン 以 上 の 船 舶 に 備える船 速 距 離計は，

船 首尾 方 向 に加 え，横 方 向 の 対 地 速 力 及 び対 地 距 離 を測 定

で き る もの で な け れ ば な ら ない
。

2．1．10　舵角及 び プ ロ ペ ラ の 回転 速度を示 す表示 器 等

　 推 力 刮 につ い て は 前述 の と お りで あ る。そ の 他 につ い て

は従 来 か らの 要 求 に特 に変 更 は な い 。

2⊥ 11　 回頭 角速度計

　 回頭 角 速 度 計 は ，総 トン ift　100，000 トン 以 上 の 船 舶 に 要

求 され て い た が，こ れ を 50，00  トン以 巳に改め た。

2．1，12　 衛星 航法装置

　衛星 航 法装 置 につ い て は ，前記 参照。

2，1，13　 レ
ー

ダ
ー

反射 器

　 レ
ーダー

反射
．
器 に つ い て は，前記参照 。

2．1，14　 音響受信装 置

　音響受信装置につ い て は
， 前記参照。

2．1，15　 船首方位伝達装置 （THD ）

　船首方位伝達装置 （THD ） に つ い て は，前記参照 。

2．1，16　船舶 自動識別装置 （AIS）

　船舶自動識別装置 （AIS） に つ い て は，前記参照 。

2．1，17　航海情報記録装置 （VDR ）

　航海情報記録装 置 （VDR ）は 国際航海に 従事 す る総 トン

数 3，000 トン 以 ヒの 船 舶 に 要 求 され る。

2⊥ 18　 船首方位制御方式及 び航跡制御方式 自動操舵装置

　総 トン 数 10，000 トン 以 上 の 船舶 に は ，自動操舵装 置 （船

首方位制御方式又 は航跡制御方式） を設ける 必要 が ある 。

2，1．19−2．1．25 に つ い て は，従来 か らの 要求 に 特 に 変更 は な

い 。

2．1．26　 海図及 び航海用刊行物

　紙 海 図 に代 えて電 子 海 図 情 報 表示 装 置 （ECDIS） を備 え

る場 合 は バ ッ ク ア ッ プ装 置 が 必 要 で あ る。こ の バ ッ ク ア ッ

プ装 置 に 関す る 要件 に つ い て は ，附 属書 4−2．1，26 に 記載 し

た 。

2⊥ 27 及 び 2⊥ 28 に つ い て は ，従来か らの 要求 に 特 に 変曳

は ない 。

2，1．29　 昼 間信 号灯

　骨 問信 号 灯 は，従 来，国際 航 海 に 従 事す る船 舶 に の み 要

求 さ れ て い たが，国際 航 海 に従 事 しな い 船 舶 で あ っ て も要

求 され る こ とと な っ た。〔小 型 船等へ の 軽減措置 につ い て は

3．2．17参照 。 ）

2．1．30，2．2−・2．4 に つ い て は，従来か らの 要求 に 特 に 変更 は

ない
。

2，5．1　 製 造 所等 にお け る 試験

　SOLAS 条約で 要求 され る航海設 備 は主管庁承認が必要で

あ る。円本籍 船 舶 に つ い て は ，財 団 法人 日本 舶用 品検定協

会 （HK ） にお い て 検定が行 わ れ て お り，基本的 に本会は，

こ こ で 検定 され た もの が木会船級船 に使用 され て い る かを

確 認 す る こ と と なる。

2．52　 造 船 所 に お け る 試験

　前述 の とお り，電 磁両 立性 に 関 する作動状態 に お ける確

認 を行 う必 要 が あ る。

3章

3．13

⊥ 13

，1，2

航路 を制 限 され る船 舶 及 び小 型の 船舶 に施設 さ れ

る航海設備 の 特例

一
般

適用

航海設備 の 特例

　沿海区域 を航行す る 資格 で 国 際航海を行 う船舶 （韓国航

路 の 船舶等が該当する ）に つ い て は
， 国内法 に よ り国際航

海に 従事す る 船舶 に 対す る
一
部 の 規定 が 免除 さ れ て い る 、，

本規則 に お い て も同様 の 軽減 を認 め る た め，3．1．2 に こ の 旨

を示 した 。

3，2　　 航海設備

　SOLAS 　V 章 に は，　 II−1章，　 II−2 章等 に 記載 され る ような

総 トン 数 500 トン 未満 の 船舶，国際航海に 従事 しな い 船舶

な ど に 対す る 包 括的 な軽減規 定が な か っ た c、改 ］1．　SO 　LAS

に よ り，次 に 掲 げ る 船 舶 に 対 し主 管庁 裁量 に よる軽 減が 可

能 とな っ た 。

（1）国際航海に従事す る総 トン 数 150 トン 未 満 の 船 舶

（2）国際 航 海 に 従 事 しない 総 トン 数 500 トン 未満の 船舶

（3）漁 船

こ の た め ，国 内法 につ い て は 軽減規定 の 見直 しが 行 わ れ ，

本規則 に つ い て も，　 一
部の 規定 を 除 き，そ れ らの 国内法 と

の 整合 を 図 っ て い る。

3，2．1　 磁気 コ ン パ ス

　平水区 域 を航行 す る 船舶 （船 級符号 に Smooth　 Water

Service又 は 同等 の 付 記 を有 す る船 舶 ） に つ い て の 軽 減 で あ

る 。 従来 か らの 軽減内容 に変更は な い
。

3．2．2　 ジ ャ イロ ・コ ン パ ス

　平 水 区 域 を航行す る 船舶 （船級符号 に Smooth　 Water

Service又 は 同等の 付 記 を有する 船舶） に つ い て の 軽減規 定

で ある が，総 トン数 500 トン以 トの 船舶 に つ い て は，ジ ャ

イ ロ コ ン パ ス を省略す る こ とに よ り航 海用 レ
ーダー等へ の

船 首方 位 を伝 達 す る 手 段 が な くな っ て し ま う。こ の た め，

総 トン 数 500 トン 以 上 の 船 舶 で あ っ て ジ ャ イロ コ ン パ ス を

省略 す る船 舶 に つ い て は ，別 途，船首方位伝達装 置 （磁気

コ ンパ ス 乂 は GPS 受信機 を利 用 する もの ） を設 ける 必要が

ある。

3．2．3　 航海用 レ
ーダー

　国際航海に 従事しな い 総 トン 数 500 トン 未 満 の 船 舶 に つ

い て は，SOLAS 条約 に規定 され る とお り，主 管庁 判 断 に よ

る規 定 の 軽 減 が司 能 で あ る。日本 籍 船 舶 の 場 合，国際 航海

に従事 しない 船舶 で あ っ て も総 トン 数 300 トン 以 上 の 船舶

に つ い て は 航海用 レ
ー

ダ
ー

の 設置 が 要 求 さ れ て い る。し か

し，その 性能基準 に つ い て は，必ず しもIMO の 性能基準 に

．− 66 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



NIPPON KAIJI KYOKAI (ClassNK)

NII-Electronic Library Service

N 工PPON 　KA 工J 工　KYOKA 工　（ClassNK ｝

123 2003年度版鋼船短則 及 び同検査 要領等 に お ける改 TE点 の 解説

よ る 必 要 が な い た め，国内 法 の 認 め る もの まで 軽 減 が 可 能

で ある。本現則 に お い て もそ の 旨の 取扱い が 行える よ うに

3．2．3に記載 した。

3．2．4　　音響測 深 機

　改止 SOLAS に お い て ，音響渕深機は 総 1・ン数 300 ト ン以

上 の 船舶 に 要求 され て い る。従来，SOLAS が適用 さ れ ない

総 ト ン数 300 ト ン 未満 の 船舶及 び 国 際 航海 に 従事 し な い 総

トン 数 500 トン 未満 の 船舶 に つ い て は 音響測深機以 外の 測

深装青が 要求 され て い たが 、前者 に つ い て は こ の 要求 を削

り、後者 に つ い て は従来通 りと し た 。 ま た，後者の 船舶で

あ っ て 衛 星航法装 置 を備 え る 船舶 に つ い て は，自船 の 位置

と海図情報か ら現在の 水深 を把握する こ とがで きる との 考

え か ら音響測深装 置の 設置 を省略 して も差 し支 え な い こ と

と した。さ らに，船 級 符号 に Smooth ｝Vater　SetTice又 は こ

れ に相当す る 付記 を有 す る船舶 に つ い て も，従来 どお り音

響測 深 機を備 え な くて も差 し支 え な い 。

3，2．5　 船 速 距 離 計

　改正 SOLAS で は，船 速 距 離計 は総 トン 数 30  トン 以 L

の 船舶 に要求 され て い る。こ の た め，総 1・ン 数 300 トン 未

満 の 船 舶 及 び 国 際 航 海 に従 事 しな い 総 トン 数 500 トン 未 満

の 船舶 につ い て は，IMO 性能基準 に従 っ た もの で な くて も

差 し支えない 。 また，同船舶 に つ い て は ，航海の 態様等を

考慮する こ とに よ り設置自休 を省略する こ と も可 能で ある。

3．2．6　 衛星航法装置

　 国際航海 に 従事 しない 総 1・ン 数 500 トン 未満 の 船舶 に つ

い て は，IMO 性能基準 に よ らない 衛 星航法装置 で あ っ て も

差 し支 え ない
、、 また，船級符号 に Smootlt　Water　Service又

は こ れ に相 当 す る 付 記 を有 す る船 舟1：1で あ っ て 総 トン 数 500

トン 未満 の 船舶 につ い て は，衛星 航法装 置 を設 け な くて も

よ い tt3

．2．7　　レ
ーダー

反射
．
器

　前記参照。

3．2．8　 船 首方位伝達装置 〔THD ）

　 国際航海に 従事 しな い 総 トン 数 500 トン 未満の 船舶 に つ

い て は，船 首 方 位 測 定機能 （単位 目寺問 の 変位 か ら船 首方位

を算 出 す る機 能 〕 を有 す る衛 星 航 法 装 置 を備 え，こ の 情 報

が 航 海 用 レ
ー

ダ
ー
等 で 利 用 で きる 場 合 は，船 白

．
方 位伝達 装

置 （THD ）を設 け な くて も差 し支えない 。

3，2，9　 船 舶 白動 識 別 装 置 （AIS）

　国 際 航海 に 従事 し な い 総 トン 数 5001 ・ン 未満の 船舶 に つ

い て は ，船舶自動識別装 置を設けな くて も差 し支えない 」

また，船級 符 Ffに Smooth 　Water　Service又 は こ れ に相当す

る 付記 を有す る 船舶の うち湖川 内 を航行す る もの で あ っ て

本会が 差 し支えない と認め る もの に つ い て も当該装置 を設

け な くて も よ い 。

3．2．10−・3．2．16 に つ い て は，従来か らの 軽減規 定 に 変わ りは

な い 。

3．2．17　 径 問信号灯

　国際航海 に 従事 しな い 総 トン 数 500 トン 未満 の 船 舶 及 び

船級符 号に Smooth　Water　Service又 は こ れ に相 当す る付記

を有す る 船 舶 に つ い て は，昼 間信 号灯 を備 えな くて も差 し

支 え な い 。

3，2．18−3．2．20につ い て は，従 来 か らの軽減規 定 に変 わ りは

な い 。

4．3 附属 書

　航 海設 備 に対 する個 別 要件 に つ い て は ，従来 の 安全 設備

規 則 4 編 3 章に記載 され て い た 要件 と と もに 附属書 に 記載

す る こ と と した。なお，附属 書 の タ イ 1・ル に IMO 決議番号

の 記 載の ない もの が，旧安全設 備規則 4 編 3 章及 び 同倹査

要領から移設された もの で ある 。

各附 属書は ，IMO の 性能基 準 を翻訳 した もの 又 は 旧安全 設

備規則 4 編 3 章 に 記載 され て い た要件の い ず れ か で ある た

め，そ れ らの 内容 に つ い て は こ こ で 敢 え て 解説 しな い こ と

と した 。 た だ し，特 に 注 意 すべ き点 と して 以 ドに 若干 の 説

明 を述べ る 、，

　船 舶 自動 識 別装 置 〔AIS），航 海情 報 記 録 装 置 〔VDR ）等

に はそ れ ぞ れ IEC規格が 存在 し，日本政府 を含め ，こ れ ら

の IEC 規格 に よ る こ と を原 則 と し て い る。一
方，附

．
属書 は

IMO の 性能基準 を翻訳 して い る もの で ある ため，　 IEC 規格

に 記載 され る内容 は含 まれ て い ない
。 こ の た め，

．1二管庁 の

承認 を得 る 際に は 注意 が必 要 で あ る。

　 昼 間信 号灯 は，従来 と異 な り，蓄電 池 を内 蔵 す る もの で

な けれ ば な らな くな っ た 点に注 意 す る必 要 が あ る 。

　日本 籍 船舶 に つ い て，安全 設 備規則 4 編 2 章及 び 3 章 に

規定 され る 航海設備 の 適用 を ま とめ た もの を参考
．
と して 表

1 に 示す、1

67 ．
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